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TheTamanSiswaschoolwasfoundedin 1922byseveralyour唱Javanescaristo-

crats,most()rwhom belongedtothePakuAlam HouseofJ(将jakarta. Itstarteda

patternthatwouldbecomesigniSCanttOthenationalistmovementinIndonesia. By

1930,fifty-sevenTamanSiswabrancheswereestablishedthroughoutJavaandEastSuma-

tra(Medan)･ TherapidexpansionoftheTamanSiswa,especiallyinthelatterhalfof

the1920S,WasaClearmanifestationofthepervadingspiritof"kuaTu,ataTtrpeOple-nessl"
andnationalawakening.

However,thehori2:OntalexpansionoftheTamanSiswaschoolsintothevarious

regionsofJavaandSumatra,coupledwiththeverticalrecruitmentofteachersfrom

d)'frerentsocialbackgrounds,inevitablyresultedininter-andintra-branchtensionand

con8ict･ Nevertheless,theTamanSiswamovementwasregardedwithin nationalist

circlesasitsforemost"counter･institution,"notonlyagalnStthecolonialeducational

structure,butingeneralasanaffronttotheDutchcolonialreglme･

ThisarticleisastudyofthecriticaljunctureoftheTamanSiswamovementin

thelate1920S. Itwasaperiod whentheTaman Siswahadtodealwithconflict

withinitsranksIaswellastrylngtOeffectivelyimp】ementitsgoalofprovidinganin°)'g-

enous nationalistcounter-modelagalnSt Western educationa一institutionsand the
Dutchcolonialadministration.

は じ め に

1922年に中部ジャワの古都ジョクジャカルタ市で発足 したタマン ･シスワ
タマン ･シスワ

の 拡 大
き,その文部 (分校)の数は1929年 7月には,束ジャワ地方で17,申ジャ

ワ地方で 4,西ジャワ地方で 4,マ ドゥラ島で 1,メダン周辺のスマ トラ東海岸地方で 3を数

え,そ0)総計は29校に達 していた. その数は1929年か ら1930年にかけてさらに急 速 に 増 し,
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東南アジア研先 16巻 4-号

1930咋 7月 には蘭触東 イン ドU)帖 u･損 モ休で53杜 (そU)[ノ吊 iほ,スマ トラ 3,ボルネオ 3,班

ジャワ9,申ジャワ 9∴束ジャワ28,マ ト ンラ鳥 1)に逢 した｡

こU)ような タマ ン ･シス ワU)支 部 拡 大 の過程は,ジ ョクジャカルタOjタマ ン ･シス ワ学校

を新 しい文化運動ujL恒 二､(セ ンター) とみな した各地U)人 々によ--,て ,それぞれU)l助成で 日光

帖 こ文部が結成 され るとい う週租であ った.従 -,て ,射也レ〕文部レ需圭hzJ二レ)されノバま,セ ンター

か ら組織者が派遣 され ,セ ンターU)相克U)志向に措づいて文部が設:ll/I_され るとい う U)で は な

く,各地で個別 にそれぞれ独 自uj運動が形成 され,それが各 々タマ ン ･シスワ学校を名来 ると

い う形態を示 していた｡ とはいえ,これ らojタマ ン ･シス ワ学校が各 々ば らば らに存在 してい

た とい うわ けではない｡ この過程を少 しく詳細 こ検討 してみ ると,各地U)タマ ン ･シスワI､封 宝

は,それぞれの地方の中心ujもとにゆるやかな結 合 性を示 し,それ らU)中心が ジ ョクジャカル

タとい う全体 の中心 に向 ってゆるやかな結合性を示す もojであ った.従 って ,ジ ョクジャカル

タとい うセ ンター0)もとに,ス ラバ ヤ,マ ラン,ジェンベルな ど山東 ジ ャワ地方o)サブ ･セ ン

タ-,バ クヴィア及びバ ン ドrl/ン0:)西 ジャワ地方ojサブ ･セ ンター, メダ ンU)スマ トラ束渥岸

地方o)サブ ･セ ンターが形成 され ,それぞれノのサブ ･セ ンター0)邸 週に幾つかレ〕タマ ン ･シス

ワ学校が設立 され るとい う形態を示 していた｡1)

ゆるやかであるとはいえ,こU)よ うなタマ ン ･シスワU)結合性を支えていたのは次の二つの

要素であ った｡第--は,1922年 にタマ ン ･シス ワを設立 した申ジャワ0)バ ク ･ア ラム狛 Ij身者

を 中 核 と す る民族主義的な貴族 たちの問の半 ばは同志的な,そ して半 ばは同板 ･同 ｢閥｣的

な 人間関係 のネ ッ トワー クが,各地 ojサブ ･セ ンターの閥をゆるやかに覆 っていた とい うこと

である｡彼 らはいずれ もブデ ィ･ウ トモの闇係者であ り,また,タマ ン ･シスワの前身に当た

るス ラサ ･ク リオ ン団体 の構成員であ り,ジャワ文化の再興を イン ドネシア民族U)jr･,;戒 とい う

フレームワー クにおいて実現す ることをめざす とともに,そのために,植民地支配 機構 と抵抗

しうるカウンター ･イ ンスティテューシ ョンを タマ ン ･シスワにおいて実現 しよ うとめざす点

で,こころざ Lを-I-つ にす る者たちであ -1た｡2)

"共同体Oへの 自覚
この当時ojタマ ン ･シスワ0)結合性を保許 していた もうい つ の 要 素

ほ,各地で タマ ン ･シスワC/)活動 に参加 した人 々 (支部設 立 U,)準 備

者 ,文 部ujj雛 f;者 ,教師,子弟を タマ ン ･シス ワ学杖へ通学 させた両親)が,総 じていえば,

1927年 のス カル ノによるイ ン ドネシア国民党刷 或:lr/I.,翌年 ojジャカルタにおける ｢百 年 の 誓

い｣U刃采机な ど,イン ドネシア艮扶 U-)｢統 ･･と回結｣てい烏ざす 裾 ノい'武運 U)昂楊 に対 してす ぐ

1)これについての詳論は拙稿 ｢タマン･シスワの成il.と拡大- 1922牛～1930年を申心として｣『東南ア

ジア歴史と文化』第8巻 (1979年刊行予定)を参照｡

2)これについての評論は拙稿 ｢閥ミ住民委Lrll会.りをめぐる諸閤題一･--支配と抵抗の様式に閑適して- ｣

『東南アジア研究』15喜2!,)(1977年)及び ｢ジャワ知識人の西欧 認識をめぐる諸 関 根 (1913年～1922

隼)｣『東南アジア研究.官15巻4弓･(1978年)を参照｡

528



上JS.:タマン･シスワG)研究 (1928年-1930年)

れて椿射 廟 こ反応した人々であったということである｡3)｢蘭髄莱イン ド｣ に代る ｢インドネシ

ア｣,ことに, こU)｢イン ドネシア｣ に包摂 さ召しる徹域 ･民族 ･古語の確立とそれを基礎 とし

て成_tLl_していると想定 されたく共同体>へ0)自覚は,1920年代後半か ら1930年代前 半 に か け

て,鮮 烈 なく日射Ⅷii･神:-,として噴出 していたOまたこのく時代精神>は,植民地支配機構の打

倒 とイン ドネシア艮旋uj独立 という主 張として発露 していた. そC/)場合の植民地支 配 機 構 と

は,土地 と労働力o)調速 によ-'て熱描農産物 と鉱産物を収奪 し ｢富の流出｣4)を 可 能 な らしめ

る装勘 即ち,バクヴ ィアをセンターとする植民地官僚制oj体系であった｡ このような植民地

体制に対置 しうると考え られたさまざまな理念 ･制度は,そ0_)当時の民族主義者によって次々

と紹介され導入 され,また,それ らをめ ぐって討論が くりひろげ られた｡共同組合主義,スワ

ラジ ･スワデシ運動,イス ラム諸国の近代化運動 と世俗国家(読),三艮主義,西欧的な議会民

主主義 (請)等々,20世紀以降のオランダのイン ドネシア支配がそuj支配の官僚制化 と合理化

の過根を通 じて,必然的に植民地にもた らさざるをえなかった ｢情報の阻放系｣を通 じて,イ

ン ドネシア0)民族主義者は,およそカウンター ･インスティテューションの形成に資すると想

定 されたあらゆる理念 とHitj度に対 して敏感に反応 した｡ それは,一一･li,混沌 としてお り,また,

知識o)展覧にすぎないもののようであったが,にもかかわ らず民族国家の理念を形成 してい く

うえで,必ず辿 らねばな らない道程で もあった｡

｢人民主権｣の国家
こ0)過程で提示 されたさまざまな理念が共通の基盤 としていたのほ,

新たに形成きれるべき独立国家が ｢人民主権｣(KedaulatRakyat)に

基づかなければならないとする原理であった｡"人艮"(Rakyat)という概念は,当時o)<時代

精神>を示す,もう一一･つの重要なシンボルであり,民族主義運動に直線性を賦与する原理であ

った｡5)

このような<時代精神>oj渦 中に於けるタマン ･シスワC/)役割は特異な ものであった.タマ

ン ･シスワは ｢人艮のためU)教育J･｢艮胤のための教育Jの樹証を糟糠する教育機闇であった

か ら,そこでは,柚民地政庁U)運営する教子封矧鳳との対比が常に意 識され,蟻掛 内皮人間類型

と民族的な教育機闇oj]･1杜念輿とが絶えず問題 とされていた｡また,植艮地rT刷 二会の秩序に括抗

しうる民族的社会の秩序頂 .PP･.が標椀 された｡それ らはいずれ も,柚民地以前に成立 していた又

3)これについての詳論は拙稿 ｢タマン･シスワの成就と拡大｣(1979年)を参照｡

4) ｢富の流出｣の構造とそれがジャワ社会に及ぼした深刻な影響Hこついては,次の番がきわめて明快に解
明している｡

C.Geertz,Agn'culturallnuolution:Ehcproce∫∫ofecologicalchange2',iJndone∫ia.Berkeley,1963.

5)インドネシアにおける ｢人尺概念｣の成立についてはさらに詳細に論ずるべきであるが,さし当り,吹
の論稿がきわめてすぐれた冊題提起と分析を行なっている｡

白石陸 ｢サミン主義の研究- ジャワに於けるラヤット･ラディカリズムの成立---｣『東京大学東洋
文化研究所紀要』(1979年刊行予定)

なお日石体氏は上記の論稿を草稿の段附で筆首の閲覧に供して下さるとともに,筆者の本稿も軍稿の段
階でいくつかの貴重なコメントを頂いたO記して感謝を表する次第である｡
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化を再建 ･再興するという姿勢に貫かれていた｡タマン ･シスワのこのようなあり方は,それ

が植民地体制に対置されうるカウンター ･インスティテューションとしての機能を現に果たし

つつあるということを意味 していた｡6)こうして,かつてブディ ･サ トモに参加 した ものの,そ

U)｢守旧性｣にあきたらずにそこか ら離脱 した人々とスカルノのインドネシア国民党の主張に

共鳴 した人々は,1920年代o)後半か ら続々とタマン ･シスワ学校の活動に参加 していった｡ス

カルノは<時代精神>の鼓吹者であ り,キ ･-ジャル ･デワン トロU)タマン ･シスワはく時代

精神>の具現者であった｡

こうして,各地のタマン ･シスワは,創立以来の指導者の人間関係のネットワークによって

ゆるやかに覆われ,また,上に述べたような<時代精神>を顕在化するものとしてその精神を

共有 していた｡

本稿で論ずるのは,このような時代的背景におけるクマン ･シスワ内部の状況に関してであ

る｡ 筆者は先に,タマン ･シスワの設立を準備 した-姉のジャワ知識人の成立 と彼 らの思想に

ついて論 じ,7)また,設立当時の活動 とその文化的背景 8) について論 じたo さらに,1920年代に

おける各支部の状況を検討するとともに,各地のタマン ･シスワ活動を支えた人々について当

時の政治的状況 との関連において考察 した｡9)本稿では,1920年代未か ら1930牛代初頭にかけて

のタマン ･シスワuj拡人の状況に相呼応 して,タマン ･シスワ内部でどのような活動が行われ

たかを,できる限 り具体的に明らかにする｡

組織的な結束

と 強 化

この時/tljjcL)タマン ･シスワは,---方で各地oj文部がひき続 き設立されてい く

過程 として捉えることができるが,他方では,その拡大に見合 う形で (1)イ

ンドネシア民族主義運動の総体に対 してタマン ･シスワが自らの存在意義に

ついて自己主張を開始する時期であり,かつ (2)タマン ･シスワ内部での組織的な結束と強化

が試み られる時期でもある｡(1汀=関 しては,インドネシアC,)各種の艮族的卜田本のゆるやかな結

合体である ｢インドネシア民族政治団体連合協議会｣ (略称 PPPKI)に対するタマン ･シスワ

の働きかけが注 目に価する｡(2)に関 しては,1930年 7月に開催されたタマン ･シスワ0)節-回

仝同大会によって,そo)クライマックスを迎えるが,この大会に至る過程として1930年 1月末

か ら2月初めにかけてマランで行われたタマン ･シスワ東ジャワ大会がとくに誼要な意義を も

つ｡紙幅の関係で本稿では,第1-rL-.j全国入会に関しては触れないこととし,PPPKIとタマン･

シスワの関係及びタマン ･シスワ東 ジャワ大会の内容を中心 として,1920年代末か ら1930年代

初頭にかけてのタマン ･シスワ内部の状況を跡づけることにする｡

6)これについての詳論は,拙稿 ｢タマン･シスワの研究--- t<J]勅の活動に関する-一常酪-･一一一｣『束子羊文化

研究所紀要第62冊』(1974年)及び ｢ジ17ワ知識人の西欧認識｣(1978年)を参照｡

7)拙稿｢『1酎】三民委員会』をめぐる諸問題｣(1977年)及び ｢ジャワ知識人の西欧認識｣(1978年)
8)拙稿 ｢クマン･シスワの研究｣(1974年)

9)拙稿 ｢クマン･シスワの成立と拡大｣(1979年)
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その場合の論点は次の通りである｡

第-は,(1)及び (2)のことがらを通 じて,タマン ･シスワは "人民運動 "(PergerakanRa･

kyat)における自らo)存在意義をどのような形で再確認したのかという点である.

第二は,とくに (2)のことがらにおいて,タマン ･シスワの組織化が,何故,また,どのよ

うにして,試みられていったo)かという点である.

ただし,本稿は筆者U)-1如)タマン ･シスワに懐け る研究の-雑分を構成するもU)であるか

ら,本稿で記された歴史的車象に関する分析は,タマン ･シスワに関わるさらに別のより広い

諸事象との闇速で検討されるべき点を含んでいることを,あらかじめ付記 しておきたい｡

Ⅰ タマン .シスワと PPPKI

l 仝同大会開催の呼びかけ

1929牛6-7月合併号のタマン ･シスワ機 関 誌 『ワシタ』(Wasita)は,ウォノクロモ (スラ

バヤ)支部長スディヨノの起判 こなる次のような ｢呼びかけ｣を掲載 した｡ 即ち,｢タマン ･

シスワ内部のさまざまな状況にかんがみ,また,人民 Rakyatのための教育に献身するという

点で欠けるところがあるという点にかんがみ,さらにまた,PPPKI入会の決定, とりわけ民

族教育に関してなされた決議にかんがみ,タマン ･シスワに関わっているわれわれは,上記の

状況にしかるべ く対応 しなければならない｡

それをめざしてわれわれが正しい態度をとるために,われわれは全インドネシア0)すべて0)

タマン ･シスワからなる入会 (PertemtlanBesar)を開催しなければならない｡この大会の重

要椎を諸兄はひとしく認めているはずである｡

それゆえ,ウォノクロモのタマン ･シスワ運営委員会並びに教師適合は,諸兄に対 して次o)

ような質問を提起するもojである｡即ち 『きたる断食月 (Puasa) にこの大会を開催すること

に同意しませんか』

この結論をわれわれは集約してタマン ･シスワ中央委員会 (MadjelisBesar) に提出し, も

し同意が得 られれば,入会の日程と開催地並びに大会のプログラムを準備する予定である｣.I)

この ｢呼びかけ｣に並んで中央委員会o石畑iLlJiJは大略以下のようなコメン トを付 した｡即ち

(1)この種の大会を開催することの重要性は再々討議されノており,大会運営梨の捻出さえ可能

であれは大会を開 く用意o)あること,(2)従って各地のタマン ･シスワ会fほミその費 用を支山

するなら,本邦としてはただちに入会o)準備を開始しうること,(3)大会での討議事項は,教育

内容,組織,規則,運営方式が中 心となること,(4)そOjための捉案はすでに佃戊されている

1)T4/asita,Vol.I,No.9-10,JuniJuli1929,p.SOL.及び IPO(IndischePersoverz.ichten),July20th,
1929,p･145･
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ことがこのコメントの骨子であった｡2)併せて,次号の 『ワシタ』では中央委員会の見 解を掲

載することを予!J,'･していた｡

しかし,その次の号の hrlヮシタ』(1929年8, 9月合併号)ではこの大会について特に触れ

た通普 ･報吾は掲載されず,この号を もって 『ワシタ』はひとまず休刊された.これが再刊さ

れるレ刃ま10カ月後の1930年 7月号からでこの号をもって 『ワシタ』は第 2巻第 1号 となった｡

この 『ワシタ』第 2巻第 1号は全国大会号として出版され,先にスディヨノが提起 した大会に

闇する特猿を行なっていたo

この大会が開催されるのは,1930年 8月であるから,先のスディヨノ提案以来約 1年の準備

潮間がおかれたことになる｡

ところでスディヨノ提案の中で述べられている PPPKI入会の決議とはどのようなもuJであ

ったのだろうか｡

2 タマン ･シスワと PPPKI

PPPKⅠ(インドネシア民族政治団体連合協議会)は1927年12月17,18日にバ ンドゥンにおい

て開催された艮族諸相休の代表者会議によって成立 した.3)これは,各種oj政治 団 体のゆるや

かな連合体であり,｢インドネシアの統-･と団結｣を掲げる国民党が,そuj"統山と用紙〝を

民族運動に関与 している諸団体の間に実現することを意図 して呼びかけたもU)であった｡民族

全体に関わる諸問題について討議 し,できればそれらの諸問題について合意を得ようというこ

oj呼びかけに応 じて PPPKIに参加 したのは,イスラム同盟党 (PSI),ブデ ィ･り トモ,パス

ンダン (スンダ人同盟),カウム ･バタグィ (バタグィア人同盟),スマ トラ同盟,インドネシ

ア研究会 (スラバヤ研究会)であり,これにインドネシア国民党 (PNI)を加えた 7団体から

Pf'PKIは構成されていた｡ そこには,地域的 ･種族的性格をもつ諸団休と,イスラムの政治

勢力を代表するイスラム同盟免 (イスラム同盟の抜け殻)と新値代の知的エ リー トで民族主義

を鼓 吹する国民党及びスラバヤ研究会が参加 しており,1927年紬土師こイ ン ドネ シ ア共 亜 党

(PKI)が崩壊 した後の主要な政治勢力がすべて含まれていた｡

PPPKIはまた,ジャカルタ,バ ンドゥン,中部ジャワ (ジョクジャカルタとスラカルタ),

スラバヤなどジャワの各地方の都市を中心に "統一と団結〝の呼びかけを行なった｡それは,

PPPKIに参加した組織がこれらの大都市のいずれかを活動の拠点としていたからであった｡

PPPKIの

第 1回 大 会

こうした111で PPPKIは第 1回大会を1928年 8月30日から9月2日 に か け

て,スラバヤで開催 した.2,000名が参加して行われたこの "デモンス トレ

ーシ 二Jン大会〝 では,ス ト七,イスカッ.//･チ …1クロ-デ ィ ス ル ヨ (Mr.

2)什'asila,JunトJuli1929,p.302･
3)PetrusBlumberger,J･Th･,DeNaLionalz'sEischeBelt,eging2'nNederLaTldshJrzdic.Haarlcm:TjeenkWilレ

ink良Zoom,1931,p.251.
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IskaqTjokrohadisoerjo,闇艮党),スカルノ,シンギ (Mr･Singgih,ブディ ･ウ トモ),アリ･

サス トロアミジョヨらと並んで,デワントロが教育問題に関して演説 した｡4)

この大会から1カ月後の10月には,有名な ｢青年の誓い｣(SumpahPemuda)が採択されて

おり,この ｢誓い｣の中に再三用いられる "インドネシア〝という語は,すでに本稿の序にお

いて述べたように<時代精神>を表明するものとして,新 しい民族 ･亀城 ･言語を表示するシ

ンボルであった｡このシンボルは,--一一万で,｢オランダの平和｣(PaxNederlandica)とそれを

支える ｢白人の義務｣(Thewhiteman'sburden)を全油(否定するための新 しいシンボルとし

て掲げられたが,他方で,｢青年｣ (Pemuda) という語に象徴される新 しい世代の拾頭を宣言

するものでもあった｡ここに "新しい偲代〝とは,かつてのブディ ･サ トモ及びイスラム同盟

シ刃骨導者U)世代より-世代 (少なくとも20年)若 く,かつ,インドネシア共産党及びイスラム

同盟の指導者と異なって ｢モスクワからもメッカからも扶けをかりない｣t旧宅,従って ｢われ

らのインドネシア｣(Indonesiayangkitapunya)を共通の意識として分ちもつ世代を意味し

ていた｡ この快代の旗手はスカルノでありモ-マッド･ヤミンであったが,こうしてみると,

デワントロはこの ｢新しい世代｣には履きざる者であった｡

実際,デワントロはこの PPPKI大会の演説者の中で,ただひとり ｢旧い世代｣に属 してい

た｡そのことは,デワントロの率いるタマン ･シスワが,この新 しい時代精神の拾頭に先駆け

てその精神を現に具現 しつつあるものとしてみなされていたことを示すものであった｡

人民のための教育
さて,この PPPKI大会の二 日目に当 たる1928年 8月31日に行われたデ

ワントロの教育問題に関する演説の骨子は,次のようなものであった｡5)

先ず,教育は人民のための教育でなければならないとして,

1. 民族や国家の力 (kekuatan)は,人民一人一人の力の総和にはかならないから,下か ら

教育を普及していくべきである｡

2. 教育とは親o)世代から子の世代-と継承されていくものであり,子供を教育することは

次の世代を育てることであるから,人民を教育するとは,先ず子供を教育することである.

3. 社会生活にとって有用であるような教育制度を樹立するために必要なことは,その制度

が人民の生活と密接にかかわっているか否かに絶えず留意することである｡

4. すべての国家 (staat)は利害と見解を異にするさまざまな集団から成 り立って い るか

ら,調和のとれた自然の続一一を達成するための原則 を打ち克てるためには,この相異性に絶え

ず留意しなければならない｡

5. 教育によって人は,精神と肉体の独立性を獲得する｡

6. 独立した人間とは,心身ともにその生活を他人本位でな く自分の力で支えている者の謂

4)2'bid･,p･255･
5)WasiLa,Vol.I,No.6,Mardl1929,pp･175-178･
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いである｡

7. 教育の目的は,(人民の)統一体の一員として,自立した人間を育てることにある｡この自

立した状態において,彼は絶えず彼自身がより大きな人間社会の一員として生活していること

を想起しなければならない｡そのために教育は精神の育成により注意を払わなければならない｡

8. 教育が絶えず留意しておかなければならないことは,iP,L-に日jEIl(zelfstandigheid)節

自立のための教育
二に他力 依 存 からuj離 脱 (onafhankelijkheid)第 三 に自営の精神

(vrijheid,zelfbeschikking)である｡ 自立とは,自分以外の者もr十二立.し

ていることを念頭におきつつ,自分自身を秩序づけることに他ならない｡(傍点は筆者)●●●●●●●●●●

9. このようにして人民の生活を秩序あるものとするのに有効な教育活動を行な うた め に

は,"統一〝という言葉が次の意味において了解されなければならない.即ち,それはすべてこ

の集団が認め,すべてに利益をもたらす統一である｡ それは調和のとれた自然な統一である｡

一つの集団の利益の上に成立したり強制によって成立したりする統一や些細な点にまで関わる

統一を追求 してはならない｡それは決して長続きしない統一であるo

次にデワントロは民族的な教育について触れ,

10. 民族教育 (Nationaa10nderwijs) こそ,民族の社会的 ･文化的生活に合致する教育で

ある｡子供-の教育が民族的でなければ,子供は民族-の愛を失い,ついには民族に敵対する

ものになってしまうのである｡

ll. 民族教育を推進することはわれわれの権利であり義務である｡インドネシアにある政府

は,オランダ政府であり,彼 らは一貫して人民のための教育に着手することに不満を抱いてき

た｡だから人民のための教育を遂行するのはわれわれの義務である｡ われわれは自分自身の政

府を樹立する以前にこの教育に着手 しなければならない｡

12. 民族教育を遂行するに際して能うかぎり自立性を維持するために,それを損なうような

補助金を政府はじめいかなる団体からも受け入れてはならない｡

13. これとは逆にわれわれを精神的にも肉体的にも何 ら束縛しない援助ならば,誰からのも

のであれ受け入れて良い｡自分に対 して好意を示す者に対 してなおかつ自らを堅持するという

ことはきわめて困難であるから,"束縛されない〝ということをあくまでも優先すべきである｡

14. 補助金なしで教育を行なうために,自営制度 (zelrbedruiping systeem)を維持 しなけ

ればならない｡支援資金 (steunfonds)を得て も良いが,その寄金者は教育に容曝 してはなら

ない｡教師はわずかな給料に耐え,子供は粗末な教場で学ぶことに耐えなければならない ｡ し

かし,理想的な教育とはしばしばこうした状況で行われるのである｡

15. 各々の学校はそれぞれ支援委員会を有 していて良いが,支援団休の統一体 (BadanPem-

bantuanUmum)が設置されるべきである｡これにより,経済基盤oj弱い 学校を援助したり新
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たに学校を設立 したりすることが可能 となる｡

16. この中央基金 (steunrondsUmum) は,また能力があって も学費不如意のために進学

できないでいる子供のための奨学金として も用いられるべきである｡

以 仁が第 1回 PPPKI大会におけるデワントロの演説の骨 子であった｡ それは (1)民族教育

を,人民のための教育として規定 し,かつ,それを成人教育でな く子弟教育 と考え (2)その日

槽として, l′口Lした人間を育てることを掲げ (3)そのために "ひもつきU)補助金〝を拒否する

とともに (4)民族教育の遂行に有用な中央基金を独 自に設'llr.すべきである,という四点に要約

しうる｡ この内 (1)か ら (3)までは,つとにタマン ･シスワが主張 していたことで あ っ た が

(4)は統-的なFf-1央機構を設立 しようという主張を含む ものであり,PPPKIに対 してデワン ト

ロが提示 した具体的な提案であった｡ この (4)の主張はまた,ブディ ･り トモの設立を準備 し

たワヒディン ･スディロブソ ドが,1900年代の初頭以来主張 してきたことが らであり,6)また,

ブディ ･ウ トモの設立後 もその活動o).仁要な内容を形成するものであった｡7) このよ う な,輿

学基金の調達とそれによる奨学生o)習成 というジャワ貴族の問に,つとに抱懐されてきた構想

を,デワン トロは PPPKIという民族運動の統合体において再度主張 したのである｡

民族教育についてはデワン トロに続いてモ-マディヤ学校の代表が演説を行ない,デワン ト

ロの教育理念がイスラム到来以前の教育理念に基礎をおいている点8)を批判 した｡モ-マディ

アは1920年代半ばより教育活動にも着手 し,宗教学校以外にも各種の "西欧式学校〝を設立 し

ていた｡それは叶1ジャワの都 市部 (ことにジョクジャカルタ,スラカルタ,ペカロンガンの三

都市)で大きな成果をあげていた｡9)

6)NagazumiAkira,TheDawnofIndonesianNalionali∫m,TheEarlyYcar∫ofBudsULomo,1908-7918.
Tokyo,1972,pp･26-65･

7)ibid.,pp･90-92･
8)この点に関しては,拙稿 ｢タマン･シスワの研究｣(1973年)を参照｡しかし,モ-マディヤが主張する

ように,タマン･シスワがもっぱら ｢イスラム到来以前の｣教育理念をモデルにしたというのは妥当性
を欠くものである｡例えば,デワントロは,プサントレンを高く評価しているからである｡

9)この間の事情については次に詳しい｡
Alfian,IslamicModcrTn'zalioninIndonesianPolitics:TheMuhammad2j'ahMoucmentDuringTheDutch

ColonialPeriod(1912-1942),Ph.D･Dissertation,WisconsinUniversity,1969,pp.300-320.
アルフイアンの上記の論文から伺えることは,モハマディヤがタマン･シスワより10年以上も早く1911
年に設立されたのにもかかわらず,それが "西欧式学校〝と称する世俗教育に着手するのは,タマン･
シスワの設立以降であるということである｡この種の教育に関しては,モ-マディヤはタマン･シスワ
学校の成功に刺激されて活動を始めたと考えられる｡第二に,モ-マディヤ学校が設立されたのは,ち
っぱら中ジャワの大都ー市であって,東ジャワへの浸透はほとんどみられなかった｡この点は,タマン･
シスワが東ジャワ地方でもっとも多くの支部を設立させたことと比して,著しく対照的である｡この間
の事情は,束ジャワ地方が,モ-マディヤと対抗するイスラム団体であるナフグトゥル ･ウラマの根拠
地であったという点を抜きにしては考えられない｡ナフグトゥル ･ウラマはイスラム正統派を自称する
団体であって,プサントレンを基盤とするキヤイやウラマの連合体であり,ジ1･ワの文化に対して確固
たる自信を有していた｡おそらくこの点において,クマン･シスワとナフグトゥル ･ウラマとの間には,
共珪関係が成立していたのであろう｡一方,モ-マディヤがジョクジャカルタのクラトン (王宮)に連
なるカウマンをその発祥としているのに対し,タマン･シスワが現存のクラトン文化を否定する方向性
を有していたことも,ナフグトゥル ･ウラマの反中ジャワ･反マクラム王朝文化的性格と共鳴し合うも
のであったと思われる｡
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しかし,PPPKI大会では,デワントロ0)提案に沿って教育問題を検

討する委員会を設置すること,その委員会が民族教育を具体化するプ

ログラムを作成することを決議 した｡10J

こ0)委員会は ｢民族教育委員会｣(KomisiPengadjaranKebangsaan)と名付けられ 8月31日

に発足した｡委員会は,国民党のシンギ (Mr･Singgih)とスユデ ィ (Mr･Soejoedi),イスラ

ム同盟党のスキマン医師 (I)r.Soekiman)の三名の委員と,アリ･サス トロア ミジョヨ及びデ

ワントロの二名の顧問からなっていた｡この内,スキマンを除 く四名はいずれもタマン ･シス

ワ関係者であり,しかも,その内スエディ以外の三名は,当時のタマン ･シスワ中央委員会に

名を連ねていたから,PPPKIの教育問題委員会は,タマン ･シスワの教育理念を民族的なレ

ベルで表明する場所にはかならなかったということができる｡"沈黙の八年間〝 という発 足 当

時のタマン ･シスワの自己規定にもかかわらず,1920年代後半のインドネシアの政治運動の状

況は,タマン ･シスワの立場を当然のことながらその中核のひとつに据えることになったので

ある｡

植民地的教育に括抗 しうる教育を民族主義的精神に基づいて樹立し,これを拡大 していこう

とする意図を,デワントロは早 くから抱いていたようである｡ たしかに1920年代を通じてタマ

ン ･シスワは大々的な宣 伝 は 行 わなかったが,個々の指導者との接触を通じて民族教育の理

念について合意を得,かつ,この理念に基づいて統一一的な教育機関を樹正しようとする試みを

デワントロ白身は何度か行なっていた｡彼自身の述懐によれば,彼はタマン ･シスワを設立す

る前年の1921年に,すでにブディ ･サ トモのス トポ ･ウォノボヨ,イスラム同盟 のスルヨプラ

ノトに対 して民族教育の統一,具体的には,民族図書館の設立を試みたという｡ この試みは成

果をあげなかったが,デワントロはタマン ･シスワ設:;[.後も,モ-マデ ィヤのスモウィディグ

ド医師 (Dr.Soemowidigdo)とジョヨスギ ト(Djojosoegito),また,人艮同 盟U)ダルソノ(Dar-

sono), さらにまたイスラム同盟覚の指導者とU)日射こ,艮族教育の雑-･に関して 協議 して い

た｡11)従って民族教育に関して協議する場が,PPPKIの設立によって準備されたことは,デワ

ントロ以下のタマン ･シスワ指導者にとってまことに歓迎すべきことであった｡

民族教育センター
艮族教育委Ell会は,1929年 3月 3tは 3月2車用二工 二回にわたって,ジョ

クジャカルタのタマン ･シスワ本邦で会合を開き,艮族教育を実現する

ための貝体案を協議 した｡12)その結果,PPPKIの諮問委n会 (MadjelisPcrtimbangan) に対

して次の三項目より成る意見雷を 3J127日に捉LLl‖ノた｡ こ0)提案の昭 一I右 PPPKIが民仮数

10)P.Blumberger,oP･cit･,p･2551
ll)WG∫iEa,Vol.1,No.6,March1929,pp･173-174･
12)Was2'la,Vol.1,No･7,April1929,p･212･
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啓センタ- (CPN;ConcentratiePengadjaranNasional) を設LFtI/.1:すべきであること,第一二は

PPPKIが教育基金 (Onderwijsfonds)を投_ィT_して,その運営を民族教腎センター (CPN) に

委ねるべきこと,第三は PPPKIがIll等レベルU)民族的教育機閲を早急に設Irl.するように考慮

すべきであること,というもU)であり,それぞれの捉案に意見帯が添えられた｡この意見古は

スエディ,スキマン,シンギC/.)連名で提出された｡13)

こWljlJ,CPN を設jll.するというアイデアは先の PPPKI大会におけるデワントロの演説を

具体化するものとして捉案された｡こcDJ浅見晋によれば CPN はマタラム (ジョクジ ャ カル

タ)に設ー)I(.されるべきこと,その任務は民族的学校を設立 し,教育基金を設置し,教育の運用

に必要な:教科晋やカリキュラムを作成しその他有fIHな措置を溝ずるべきもa)であること,別 に

定めた民族教育に関する頂親を認める者は誰でも CPN a)会最となれること,などが唱われて

いた ｡14)

PPPKIは,1928年から29年にかけて,バンドゥン (1928年12月16日及び12月25日～26日),

ジョクジャカルタ(1929年 3月29r:1-SOP),ジャカルタ(1929年 8月 1日～ 4日及び 9月 l日)

などで各種の班会と代表者会議を開催 し,艮朕が当面する諸問題 (政治活動の制限 条 項 の 撤

廃,経済状況U)改革,共同組合運動uj推進等)について協議していた15)が,これらの諸集会を

集約するものとして,1929年12月25日から27Hにかけてスラカルタで第 2回大会を開催 した｡

民族教育の問題 も黍要な議題の -- )として取り上げられた.16)そして,そoj大会で,先の民族教

育委員会の三提案が採択され,艮朕教育センター(CPN)の設立と教育基金oj設置とが PPPKI

によって正式に認められた〟)であった｡17)

先に述べたウォノクロモ文部の呼びかけとそれに対するタマン ･シスワ中央委員 会 の 回答

は,こ0)ような民族運動の流れの中で現れてきたものであり,ことにそこで述べられ て い る

PPPKIa)動きとはこのような状況を示 していたo タマン ･シスワは PPPKIを通じて教育運

動の主導性を確実に掌握 しつつあったのである｡

内部の対立と分裂
しかし,PPPKI は,スカルノらoj新しい リーダーの出現と艮族意識の

急激な昂湯によって11-,㌔J=的に0)み存在し得た連合体にすぎな か った0

1929年末にスカルノをはじめとする国民党の指導者が逮捕されるとともに,既に PPPKIの内

部に存在していた各組織間o)相違は次第に不協和音を立てるようになった｡18)そa)主 要な対 立

13)Wyasita,ibid.,1929,p.208.

14)Wasila,Vol.I,No.7,April1929,p.211.
15)P.Blumberger,op.cit.,p.258,p.26l･

16)ibld･,p･267.

17)ibid･,p･269･
18)この間のき附ltiを当事者の立場から鮮明に浮き彫りにさせたものとして次の省があるo

Soekiman,ApakahP.p.p.K.I.daPatditcroeskan? No17-CoBJ･eraEieasauCobやcraLie?NalionaLisme,Isla･

mlsme,In/emaEion〝llJmC.Jakar1.i(?),1931.
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はイスラム勢力と非イスラム的勢力U)闘,また,抽民地政庁に対 して<非協力> (non･coOpc -

ratie)の立場をとる勢力と<協力>(cooperatie)の立場をとる勢力との間に存在 していた｡こ

れらの諸 勢 力 は錯そうしておりいったん対立が露わになると再度適合することは困難であっ

たO例えば国艮党は非イスラム的で<非協力>を掲げ,イスラム同盟党はイスラムの立場に立

つ<非協力>政党であった｡一方,ス トモ0)率いるスラバヤ研究会 (これは1920年代未には政

党として機能するに至っていた)は非イスラム的で<協力>ojlr/｣易をとっていた｡ このような

PPPKIの構成団体間の対立よりもさらに深刻な対立が,スカルノらが 逮捕された以 後の国艮

党の内部で月別台していた｡それは1930年中には公然化し,31年末には国民党は,スカルノ-サ

ル トノ派のインドネシア党 (Partindo)と,シャフリル-- ッタ派の民族教育協会 (PNトBaru)

とに分裂するに至った｡19)このような過程を通じて PPPKIの活動はますます有名 無 実なもo)

となっていった｡

このような対立と分裂は,この時期に,党則と綱領を備えた政党が続々と誕生 しつつあった

ことを反映していた｡｢インドネシア民族の統一一と団結｣という時 代精神 は,それを貝現すべ

き個々の政党のレベルにおいては,組織oj累密化,党の方針oj明確化という点で各々の凝災性

を強めることによって,自他を弁別するという逆の方向で作用することになったujである｡

このような状況は,タマン ･シスワ自体にも当然反映したはずである｡1929年末から1930年

の半ばにかけてタマン ･シスワは機関誌の発行を停止.しているため,このfIE7la)事情は詳らかで

はないが,先に述べたようなタマン ･シスワのゆるやかな結合性に代えて,タマン ･シスワ自

体の組織的体裁をととojえ,もってその内部的結束をかためる必要は,時とともに強まりつつ

あった｡ こうしてタマン ･シスワは,PPPKIu)二度の大会で明示 した艮族教育の主要な推進

団体としての機能を維持しつつ,そこで提示 した<統一性>o)理念を,先ずタマン ･シスワCJ_)

内部自体で制度的に実現してい くことになるのである｡

ⅠⅠ タマン ･シスワ東ジャワ会議

1 タマン ･シスワ全国大会開催の通告

1930年 7月 1日廿で,タマン ･シスワの最高会議 (MadjelisLuhur,元の中央委員会が1923

年以降改名されたもの)は,タマン ･シスワ全国大会を開催することを,各地のタマン ･シス

ワ運営委員会 (Instituut)及び教師連合会 (Schoolraad) に対 して通告した. この通空]'-は穀高

会議書記局長デワントロの名で発表されたが,それによれば,入会は1930年 8月 611から8月

13日迄の8円問にわた-〕てジョクジャカルタで開催されること,大会U)し沌!.と討議車現及び最

高会議の提案 (これらはこの通告に続いて明記されている)について各支部ごとにあらかじめ

19)国民党の分裂とスカルノ派対-ッタ派の対立に関しては,拙稿 ｢スカルノと-ッタの論争｣『東南アジ
ア研究』9巻 1号 (1971年)を参照｡
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討論 し支部ごとG/)態鹿を決めたうえで入会に臨むべきこと,ただしもし運営委員と教師の間で

見解が異なるなら各々の見解を大会で表明することは許されること,大会にはできる限り多数

uJタマン ･シスワ会員が出席 し,タマン ･シスワが一つの組織としてそ の 存 在 を 一 般 社 会

(dunialuar)に主張しうるよう協力すべきこと,そしてタマン ･シスワ会員とは,タマン ･

シスワ学校の指導者 (運営委員)･教師 ･父兄を意 味 するものであるこ とが 明 らか に され

た｡1)

なおこの他に大会運営の規程として,大会参加費は各支部が負担すること,大会期間中の食

事と宿泊施設はジョクジャカルタ本部が用意すること,正式の委任状を持つ者にのみ代理の出

席が認められることが定められた｡2)

このような大会開催に関する手続き的な通告につづいて,最高会議は長大な提案 書 を 掲 げ

た｡この提案書は,(1)大会の趣旨 (2)タマン ･シスワの原則 (3)東ジャワ (マラン)大会の

報告 (4)最高会議作成の議案書からなっていた｡

先ず大会の趣旨として大略次のように述べられていた｡① タマン ･シスワは現在53の学 校

を擁する迄に発展した｡最近だけでも数十名もの人々が自らを犠牲にしてタマン ･シスワ学校

の運営に参加し同じくまた数十名もの人々がタマン ･シスワ学校の教師となることを志願し,

数千名もの父兄がその子弟をタマン ･シスワ学校へ通学させている｡ このような時にタマン ･

シスワの関係者が一同に会することはきわめて意義のある重要なことである ④ しかし,この

中にはタマン ･シスワの意図と目的をまだ十分に理解 していない者も多い｡従ってきたるべき

大会は,われわれU)理想とするところを先ずタマン ･シスワ関係者におしひろめ,次いで,氏

族教育に関心をもつすべてU〕人々に対 してわれわれU)理想を表明する場として設定されなけれ

ばならない ③ それとともにこの大会で,われわれはタマン ･シスワ自体の浄化を図り,自ら

の誤 りを正し,さらに前進するための新 しい遺すじを兄い出さなければならない｡3)

趣意書は以上三点にわたってこの大会の意義を明らかにするとともに,それを成功裡に導 く

ために (イ)タマン ･シスワ0)原則 (ロ)大会で議題とされるような諸問題を協議 した東ジャ

ワ大会o)報告 (-)最高会議uj議案責二を掲示して,これ らが各支部での討論史料として用いら

れるべきことを要請していた｡

この趣意達吉二で述べられている項目のうち④ と③ は具体的にどのような状況を意味していた

a)であろうか｡その実態について知られているところは少ないが,少なくとも次の二点が問題

となっていたと考えられる｡ 第-｣まタマン ･シスワの活動の触域が拡大する一方でさまざまな

摩擦や対立が生ずるとともに,タマン ･シスワに閲してなされる論評のい くつかがタマン ･シ

1)WasiEa,Vol.2,No.I,July1930,pp.1-3.

2)Wasila,ibid.,pp.5-6.

3)ll;asita,ibid･,pp.70.
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スワ中央によって反論されるべきもU)とみなされてきたということであるO 摩擦ない し対正は

タマン ･シスワ学校の内部で生ず る場合 もあった｡例えばスラウィ文部では1924年か ら1929年

にかけて内紛によって教刷や/i徒が一時断放減 したことが伝えられている｡4)1929年 4月 に は

タマン ･シスワが財源確保U)ため植艮地政庁が行なっている宝 くじレ)販;jirを請iL_'Lうつ もりであ

るという報道が行われてか ら取 り消 されるという出来事があり,5)同 じ年U)7月 に は,アディ

･//ルマ学校の1:_宰者であったスルヨプ ラノ ト(デワン トロC/刃亡)が発行 していた 『オボール』

;'('PLL二でデワン トロを批判する記事が掲載され,これに対 してタマン ･シスワ側 が反論するとい

う出来事があった｡6)そuj当時,こU)アデ ィ ･ダルマ学校はイスラム同 盟 党の議長であるスキ

マンが運営 していた｡1930年 5月にはデワン トロがタマン ･シスワU)指導者の地位を退いてス

ダル ミンクがこれに代るというニュースも流された｡7) これ らは,何れ もタマン ･シスワとそ

れ以外 との問に焦 じた摩擦や誤裾であったが,それはいずれ も PPPKIが成立 し民族的教育uj

樹立が唱導 されているojと同じ時期にその PPPKIの内部で圧 じていたC/)であ る ｡

-j J-,こ0)日用lにタマン ･シスワ内部での問題として,教師と/LL･/i:.徒 とU_)"不純な交遊〝 も

おきていた｡そのため1930年 3月には二名の教師 と-一名の女出走がタマン ･シスワか ら追放さ

れたが,この事件はタマン ･シスワが敬度なイスラム教徒の社会であるイン ドネシアに "西欧

的な自由な交際〝 という理念を もちこんできたか らこそ発牡 したもa)であるとして,モ-マデ

ィヤか ら厳 しく批判された｡8)

これ らは,一見些細なことではあったが,これ らの事象を通 じてタマン ･シスワの中央は,

統一的な規約によってそ0)組織を強化すべき時機が到来 していると判断 したのであ7)う.

政治運動の規定
第二の点は,もっと基本的な問題であった｡それは,タマン ･シスワと政

治運動の関係をどo)ように規定するかという問題である｡ こ0)点について

は後に詳論するが,従来のタマン ･シスワは自らを教育運動であると規定 し,政党団体か らは

一線を画す るという姿勢を公式にはとっていた｡ しか し,既に述べたようにタマン ･シスワは

ブディ ･ウ トモと国民党を結ぶ重要な水路をな し,事実,タマン ･シスワの指導者の多 くは,

ブディ ･サ トモないし国民党の党員 (しばしば指導的立場 に克つ党員)であった｡9)彼 らは｢個

人の資格において｣政治活動を行なうものとされ,従 って ｢学校内に政治活動を待 ち 込 ま な

い｣ こととされたが,植民地政庁はタマン ･シスワの果た している政治的役割に次第に危機感

を抱 くようになっていた｡国民党が結成され,PPPKIが設立された20年代の後半か らそ の 危

4)Wa"ltL7,Vol･2,No･6,March1929,pp･196-197･
5)I.P.0.1929,p.81,320,356.(Sinbo,Aprilllth;PcTldalE,a,February19th)

6)I.P.0.1929,p.42.(Djangct,July4th)
7)I.P.0.1930,p.393.(Sinpo,May22nd)

8)I･P･0･1930,p･408(SedioTomo,Marchllth),p･32 (Bintang Mataram,Mar.ch 2lst),pp･85-86
(SuaraMuhammadiyah,March21st).この事件は,あるタマン･シスワ文部 が,Excursionを行なった
際,教師と女牡徒が無断外泊したという事件であった｡

9)この点に関する詳論は拙稿 ｢タマン･シスワの成立と拡大｣(1979年)を参照｡
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恨U)念はますます助長されていった. そ して1932隼以降政庁とタマン ･シスワu)射止は決定的

にな一一てい くU)であるが,そU)際,鶴 こ問題の焦点 となったU,)はプ リアンガン (バ ン ドゥン一一一

甘)U)タマン ･シスワ引 立であった｡そ班 別 JO十･一･つは,バ ン ド,･)ンU)タマン ･シスワ学校の

前身が人艮剛,jtI_損 押 目二なる判 Jiiであったとい;)点 にあり,政府は1923牛､''両--か らバ ン ドゥン

U)学校U)i-･伸｣に対 してことさら敏感であった.10)

そ してバ ン ドrL7ン友部は,1930年初めにはタマン ･シスワと政治活動刷 I.日Fm,また,タマン･

シスワと植民地椎力をめ ぐる臣闇拍JJ.(:-証･撞 な していた｡先ず1930年 2川 こほ,バ ン ド,:)ン0)父

兄が,タマン ･シスワ守校は教育U)場 として もはや機能 していないという批判o)声をあげた｡

理由は'ij'5--一･に教師U)数が不足 していること,第 二にバ ン ド･.,ンuJタマン ･シスワ学校U)E関係者

が困艮党に所屈 しており,そU)ため,タマン ･シスワは国艮党U)支部U)ごとき様相を呈してい

ること,というもレ)であった｡これに対 して教師側はタマン ･シスワ学校は 卜分な教価を有し

ていること,クマン ･シスワ自体はいかなる川休にも所属 してい畑 ､こと,上して反論 した｡

この判持,バ ン ドTl′ンのタマン ･シスワ学校を主宰 していた刷 まスケ ミであ一万二が,彼はllヨ民

党創設以来U)メンバーとして活動を続けていた｡ こレ〕学校o)開設にはスカル ノ自身も闇係 して

おり,スカルノ,スケ ミなどの影轡は他C/)教師や運営委員会の間に強く浸透 していた｡先の父

兄による批判は,そU)ために教育がなおざりにされているとい う趣 旨U)ものであ-,た｡

教師の逮捕事件
こU)ようなタマン ･シスワ内郡での対 立にひき続いて, 2月未には植民地

政府がバ ン ドゥン0)タマン ･シスワJ､封如)教師三′名を逮捕 しその後教師と

しての活動を禁 直する決定を下 した｡ この決定は西ジャワ･)廿長官の名で1930年 3月初めに行わ

れた｡"彼 らは国艮見目として学校で政党.活動を行なった〝というのがこC/)決定の理由とされた

が,これは明 らかに前年末レ)スカルノらの逮捕 と関連 した もU)であった｡11)そもそも,タマン･

シスワ学校のように政庁か らuj補助金を受けない学校に対 して,政庁は教育内容を調査するこ

とはできて も,学枚開設o)許可権,教主TLの免許賦与権などは有しておらず,従って,これ らの

｢補助金支給対象外の私学校｣ (betnieトgesubsidieerdonderwijs)は,その開設 ･教 師 の 調

達 ･教科内容 ･施設などすべて放任され ていた｡これ らoj学校は "野放 しo)学校〝(wildesch-

olen)と別称 されたが,それは,政庁が関知 しない "程度ujイ射 ､〝私立学校 という意味を含ん

でいた｡ こU力∴i､に-)いては,別に,｢私学校条令｣の項で別U)機会に群論するが,いずれ に せ

よバ ン ドTLJンU)タマン ･シスワ学校レ)教師が植艮地社会oj"秩序 と安寧〝(ordeenrust)を脅

か し畑 I)えを も-,て逮捕されたことは,タマン ･シスワ申 央にと-〕て,政治運動及び植民地粧

10)バンドゥンのタマン･シスワ学校の成立の背景には,タン･マラカが1921年にスマランで開校したいわ

ゆる ｢タン･マラか学校｣の存在があったOこの ｢タン･マラが封,k｣に関する周到な論稿として次の

未発表論文があるO

押川典昭 ｢タン･マラカの思想と行動一-1896年～1922年- -｣東京 (1974年J

ll)I.P.0.1930,pp.395-396･(PcrSatuanlndone∫ia,Marchlo叶)
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力 とo)闘 っりについて,あらたみ′)て刷 りU)1T佃 ･_と態度uj表明を迫るもU)であ っ たo と くに,

1922年の創設以来,タマン ･シスワは "秩序 と安寧〝(tertibdandalmai;tata tentrem) の社●●

会を実現することをそU)Jii･高U)l冊 として掲げてきた｡12)タマン ･シスワが柚民地推力と U)閲

係を考慮す ることは,柚民地政桐 )"orde cn rust〝 とクマン ･シスワレ)"tata tentremnを

それを成立 させている理念uj.源泉 にまで遡行 して突 き合わせてみることに他な らなかった｡こ

のことは換言すれば,タマン ･シスワが,オランダ柚艮地榊 ;-1jの別表現である Beambtenstaat

a)"ordcenrust〝13)と括杭 しうる "tatatentrem〝をタマン ･シスワのその軸 邪で理念化 し,

かプ実体化するということを意 味 していた｡

こうしてみると,先に第･∴r.･止 して述べた支部内で0-)内紛を克服し,外部の批判 と対応 し内

部 の規律を強化するという,JiL'旨と,第 点 として述べた政治運動及び植民地椎力とo)関係を明

確にするという趣 旨とは,糾 .i,タマン ･シスワがそれ 自身U)"tatatemtrem〝を理念榔 こまた●●

現実的にどujように構築するかという点で結節 しこUj.r∴‖こ帰結 してい くことになる｡タマン .

シスワ全国大会開催uj通碧の要点はまさにこUjJ封こ存 していたU)である｡

2 束ジャワ会議

1929年 7月にスディヨノ ･ジョヨプライッ トノが主宰す るウォノクロモ文部がタマン ･シス

ワ全国大会を呼びかけてか ら,1930年 7月に最高会議が正式にこ0)大会の開催を通/LtJ-･するまで

U)1年間は,今まで述べてきたような PPPKIo)スラカルタ大会,スカルノらの逮捕 と PPPKI

a)内部対_-Il'.の顕在化,タマン ･シスワをめ ぐる諸事件oj発生など,民族主義運動 とタマン ･シ

スワの内外でい くつかの重要な変動が吐起 した時期であった｡ そして,タマン ･シスワ全国大

会の開催 との関連でいえば,もっとも卦 要なJil.来制 まタマン ･シスワの東ジャワ会議が開かれ

て,タマン ･シスワの当面する諸問題 とタマン ･シスワの存在理由について詳細な討論が行わ

れたことであった｡先の開催通告の中で もこの東ジャワ会議はことに重視され,その報告は全

国大会の議案書ない し討論質料の一部を構成するものとして発表されていた｡14) 以下にこの大

会の討論の内容を追ってみることにする｡

(イ)束 ジャワ会議の議題

タマン ･シスワ東ジャワ会議 (ConferentieTamanLjiswaDjawa-Timoer)は,1930年 1月29

日か ら2月1日にかけてマランで開催された｡ こC/)会議はマラン直ジャガラン地区U)タマン ･

シスワ学校を会場 とし,当時束ジャワ地方 に 設 立 されていたタマン ･シスワ学校o)うらゲン

12)詳論は,拙稿 ｢タマン･シスワの研究｣(1973年)及び ｢タマン･シスワの成 立と拡大｣(1979年)を参
照｡

13)Beambtenstaat(行政国家)という概念とその 内容 に関しては次を参照o H.A.Sutherland,PangTeh

Pradja:Jaua'∫IndigeneousAdmim'∫lrat2'VCCorj,sandIt∫Rolein lhcLa∫tDecadeofDutchColoTH'alRtLle,
Ph.I).Dissertation,YaleUniverslty,1973,pp･173--285･

Ill)WaSilG,Vol.2,No･1,July1930,pp.10-37･
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テン,クラクサアン,アムブル,モジョアグンを除 く150)学校oj代表者約50,Iv.と,ジョクジャ

カルタ0)最 高会議U)メンバーが参加 して行われた015)

ここで討議の議題とされたのは,次の 9]ji目であった｡ ;lLlず組織 (organisatie) に関する事

項として (1)タマン ･シスワU),i-iiL:1上ノJ'式 (読,Ei白根忍者=ニウォノクロモ,マラン,ケンチョン及

びチル リンU)4校)(2日 招きと調査委H会oj設立 (提案者--ボロン,タングゥル,バ ンカラン0)

3校)(3)政治に対するタマン ･シスワの態度 (提案者エバチャルクリン)(4)教師 に闇する問

過 (提案者-ジェンベル,ケンチョン及びボロンの 3校)U)4項目が議題 とされ,次に教育に

園して (5)教科内容 (Leerplan)(提案者-スラバヤ,タングゥル, ウォノクロモ,ケンチョ

ン及びバンカラン0)5校)(6)歴史 (Babad)教育 (提案者-スラバヤ) U)2項目が議題とさ

れ,さらにそoj他Cリ.満車項 として,(7)休 Frlの制定 (捉案者 -ボロン)(8)rイ･供新聞｣(Kinder-

Courant)U)刊行 (提案者エバチャルクリンとタングゥルU)2校)(9)了供U_)保養地建設 (提案

者-ジェンベル)U)3現し摘ミ議題とされた｡

会議の初日は 1月29日夜にマラン代表のプ-ゲル0)司会で始められたが,ジョクジャカルタ

か らの参加者が末到着o)ため比較的重要度の低い第 8項目と第 9項目の協議から始められた｡

子供新聞の発行
第 8項 目の子供新聞については,言語教育を推進 し共同作業を奨励するも

のとしてその発行が承認され,さし当りパチャルクリン支部のイスバンデ

ィ (Isbandhi)が, ジャワ譜のンゴコを用いた週刊の新聞を 250部発行することを目途に準 備

することになった｡ そのためU)費用は一カ月10フロー リンと見積 られ各支部がその支援をする

こととされた｡16)この新聞に各種の情報や読み物を掲載することによって,図誤飲の機能を代行

するという趣旨も了承された｡当時の束ジャワのタマン ･シスワ学校では図膏室を備 えた所は

ほとんどなかったからである｡

次に第 9項 目0)予供o)保養地 (Kindervacantie-Kolonie)については, ジェンベル代表ojシ

ャフィウディン ･スルヨプ トロがその捉案の趣 旨を説明した｡それによればオランダ人が設営

しているような遊園地をタマン ･シスワを中心とする民族諸団体の協力によって設立 しようと

いうものであった｡17)この提案 も了承され,マラン市に建 設することを目途に活動 が開 始 され

ることになった ｡

会議の二 日目は 1月30日夜にジョクジャカルタか ら到着したデワントロ,スナルヤティ,ス

ゲル ミンクを迎えて,プ-ゲルの司会で開始された.議題の中心はタマン ･シスワU)糸1描締)問

題に絞 られ,デワン トロU)裾 兎と質疑応答,各支部からo刃是案とデワン トロ0)助言 (nasehat)

を通 じて,先の第 1項目か ら第 3項 目にわたる諸問題が協議された｡

15)WasiLa,ibid.,p.ll.

16)Wa∫1'la,ibl'd･,pp･12-13･
17)Wasila,ibid･,pp･13-14･
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(ロ)組 織化C引き現題

組織化の聞題 に閲 して ,デワン トロは会議U)冒頭で次U)ような趣 旨U)見鮒を述べた.18'

(1)タマン ･シスワUj,uiii冊 ミそujまま行われているな らば,組織の問題はそ もそ も発!L:.しえな

いO 本来 タマン ･シスワは,魂 と人間的結ノ合性を重視 してお り,-･万,組織 とは魂を圧殺 し個

性を押 しつぶす もojだか らである. 組織のこOjような危険性は[)_n如 )組織がなべて機械 (ma-

chinaal)と化 していることに放 して も明 らかである｡ それゆえに従来 タマン ･シスワ の 内 部

で こUjような組織化のrTIT.1題は決 して 考慮 されなか った0)である｡(2)しか し,最高会議は現在 こ

のような状況が今後とも続 くと考えるU)は,もはや誤 りであ り,タマン ･シスワを組織化する

ことが必要だと判断せ ざるをえな くなっている｡ 第-･は,タマン ･シスワC/)拡大が きわめて迅

速で多数の文部を擁す るに圭 -,てい ること,第二は,そU)内U)多くuj支離がタマン ･シスワ0)

規則をまだ理解 してお らず,そ0)結果そ抽出iりに惇る-L恒嘉が出来 していることである｡ (3)そ

U)ため,最高会議は従来U)態度を変吏して タマン ･シスワU)組織化について考慮 しは じめてい

る｡ しか し,組織化はただちに規約の制定を意味するo)でな く,必要に応 じてUjみ組織化が行

われ るべきである｡

デワン トロのこの演説は1920年代後半か ら30年代初頭にかけてタマン ･シスワ内で生 じてい

た変化を端的に表明す るもujであった｡そ して この見解は姐 こ述べた全国大会U)r紺裸通告 (そ

れは実際にはこ0)束 ジャワ大会U)約半年後になされた もU)であった)0jl趣意杏U)申で繰 り返 し

て述べ られ ることとなった｡また,この時U)デ ワン トロOj演説の申 こは,最高会議がデワン ト

ロをジョクジャカルタU)タマン ･シスワか ら抑 )離 して各地ojタマン ･シスワ全般U)掌握 に当

らせ ることを考慮中であるとい う重要な-項 目が 含まれていた｡

デ ワン トロに続いて ウォノクロモ支 部ujスデ ィヨノが演説した｡彼はとくにタマ ン･シスワ

と PPPKIの閑係に触れて,タマ ン ･シスワはいず れ PPPKIの民族教育センター (CPN)め

-構成部分 となるはずであるが,(既に述べたように,CPNは1929年12月末 にスラカルタで開

かれた第 2回 PPPKI入会において,その設置が汗.式に承認されていた)タマン ･シ ス ワ は

CPN に加わる以前に先ずタマン ･シスワ自体U)組織化を図るべ きであると i二脹 した. 次にス

デ ィヨノは,こU)CPNがタマン ･シスワUjJ貞則をおかす ことはないか,CPN はどU)ような性

格を もつ0)か,そ して CPN に加盟できるC/)はどのような教育酬 本であるU)か,という質問を

した｡19)スデ ィヨノ0)質問の意図が奈辺にあ-,たのかは定かでないが,スデ ィヨノは,それまで

タマン ･シスワ0)東 ジャワの活動にいちずに取 り組んでいた人物であ り,それだけにタマン ･

シスワC/)独自性を樹立することに熱心であったか ら,CPN ない し PPPKlレ)なかにタマン ･

シスワ0)活動が解消されて しまうU_)を危慎 していたUつか も知れない0

18)Wasita,ibid.,pp･14-15.

19)ll′'lESila,ibid.,pp.15-16.
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スデ ィヨノに代表 され る束 ジャワujタマン ･シス ワの活動家の多 くは,

スラサ ･クリオ ングループ (デ ワン トロ,スタ ッ トモ,スル ヨプ トロ,

プロノウィデ ィグ ドら,バ ク ･アラム衣ItlJJ身の爵族で,タマン ･シスワ

設 立を準備 したグループ)より10数年若 く,また,そo)出身 もよ軌 乞いまった く無名の青年た

ちであったO 彼 らはいずれ も,タマン ･シスワに新 しい時代の精 神を感 じとり,また,彼 ら自

身が牲 きてい く r･_でU)指針をタマン ･シスワの精神 と重ね合わせて考えていた.20) タマン ･シ

スワが彼 らに示 したのは,"インポル…シ ョン〝 21)o)再生産を続 ける旧マクラム三日適の義旗 た

ち22)- 彼 らは植艮地官僚制を支えるものとして根 こそぎ動点 されつつあった-叫 の役割 と,

彼 らが提示す る王宮文化の正統性を否定 し,植民地 に普通的な新たな人間類型をジャワ文化の

わ く組の中で再定置することであった｡ それゆえに,タマン ･シスワはジャワ貴族文化がなお

優越 している申ジャワ,なかんず くジ ョクジャカルタ ･ス ラカルタuj ｢土侠餌｣ (Vorstenlan･

den)レ)境域を越えて, ジャワ各地の艮娠仁義者の間に多 くの支持者を獲得 し得たのである｡

そ0珂 )で も,東 ジャワ地 方-はタマン ･シスワが もっとも受 け入れ られた地域であ り,ことに,

スデ ィヨノの率いるモジョクル ト支部は,1920年代の後一半か ら30年代初めにかけて きわめて活

力に享/'猛れた活動を続けていた｡

スデ ィヨノに代表 されるこのタマン ･シスワ第 2世代は,スラサ ･クリオ ングル-プのよう

な共通の出身 と共通U)経験-- この経験は初期のブディ ･ウ トモにともに参加 した りともにデ

ン ･-ーグで加 古したとい う経験を意味する… ･一一を もたず,もっぱ ら,共通の時代精神を感得

し,その具現化をタマン ･シスワの活動に求めるという同志的結合 に結ばれていた｡その同志

的結合性は,タマン ･シスワが外延的に拡大すればするほど,そしてまた,諸他のさまざまな

政治団体が組織 としての休裁を整えれば幣えるほど,r′いちもまた,確囲たる-･つの 組 織 と し

て ,その姑合性を保紳せ しめ,かつまた,願わ くばそ0)同志性をたえず純化せ しめることを要

諦 してい 一,たo)である｡ そ もそも,タマン ･シスワ全【附 く会を軌催することを最初に呼びか

けたの も,ウォノクロモ友邦o)スディヨノであ-'た｡デ r7ン トロらU)スラサ ･ク リオ ングルー

プは,このスデ ィヨノに代表 され る東 ジャワ地方の若い活動家のイこシアチヴに相 応 ず る形

で,東ジャワ大会に出席し,さらにまた全国入会U)開催に踏み切ったU)である｡

スデ ィヨノの質帖 こ対 してデワン トロは次のように答えた｡23)cpN におけるデワン トロをは

じめとするタマ ン ･シスワ人上oj影響力はきわめて強い｡これは,PPPKIによってタマン ･シ

スワU)力量が認め られたことを示 している｡従 -'て CPN においてタマン ･シスワは主導権を

20)この時代の:毒Ljp般もについて,筆者は,MuhammadSaid氏から多くのことを教えられた.(1975年7jj
及び1976年11月の Said氏とのインタビ:i-)

21) "インボルーション"の概念は,次の著作によるoC･GeertzjAgriculturalItWOLution.Berkeley,1963.
22)その具体的な様相については次に詳しい｡ H.A.Sutherland,oP.Gil.,pp.145J50.

23)Wasita,Vol.2,No.I,July1930,p.16.
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とりうる筈であって,タマン ･シスワU)原ilTJがおかされるおそれは少 しもない｡ただ Cl'Nへ

の加入によってタマン ･シスワ自体oJ活動が不足するというおそれがあるU)でそU)点 を タ マ

ン ･シスワは内部の組織化という努力によって補っていかなければならない ｡ 次に CPN は,

相互に独剥性を維持する教育団体C/力連合体であって,これ らo) 諸団体に共通している問題をと

もに協議 し解決cJ)道を兄い出 そうとする趣旨で設立されたもo)である｡最後に CPN には,氏

族主義に基づき,かつ植民地政府からo)補助金を受け入れていないすべてU)数百団体と学校と

が加入することができる｡

組織化の問題
デワン トロとスディヨノとoj間にこのような応答があったのち,会議は組織

化に闇する本題に入った｡デワン トロがこの会議に期待するのは,最高会議

がクマン ･シスワの扇の要としての機能を発揮 しうるような組織化の方法が検討されることで

ある,ということを彼は演説の最後にくり返し強調した｡

最高会議の権限をめ ぐる問題から議論が開始された｡い くつかの提案が行われたが,それら

の提案はいずれも,タマン ･シスワの乃誹 りを踏みはず している学校が各地であらわれているこ

とに対 して,どのように対処するか,どのような自己浄化 (membersihkanbadansendiri)を

するかという虹左から捉起されていた｡それは一一つには常設の監査機関 (Inspcctie)を設ける

こと,-一つには最高会議に何らかの権限を賦与すべきこととして提案された｡24)

マラン支部U)カデ ィリン25'は最高会議に "戒魚椎〝(Rechtvan Afkeuring)を与えるべきだ

と主張し,ジェンベル代表のシャフウィディンはそれ以上の "介入権〝(ingrijpen)を賦与すべ

きことを提案した｡バ ンカラン代表のイスマデ ィは,自立権 (Zelfbeschikkingsrecht) という

原則がしばしば誤用されていることにかんがみ,最高会議は複数の権限を有するべきだと主張

した｡チル リン代表のソブスマナデ Iも同株の兄姉を述べたO 最後にケンチョン支部代表のス

カデ ィ (Soekadi)が,小一般的に,行政の集申性と財政の集I神 i:.を樹 立すべきだと述べ,会議は

この点 についてスカデ †が全国大会で詳細に捉案するよう一一･什 した｡26)

組織化ojZfltT=迫については,最後にデワン トロが発 言して,束ジー17ワ会議U)討論o))]'向がili･高一

会議の意向に適-'たもo)であることを軟迎するとともに,タマン ･シスワU_)規約を作成するに

際して必要なことがらは次o)二つに尽きると述べた｡ それは ｢(1)もし君がある行動を起こそ

うとするなら先ず もって君自身の感情 と思考 (perasaandanfikiran) に向Llて式:rI･ねよ (2)も

し封が手本が必要なら,人民の間で行われている慣習 (adaトistiadat)に注意を向けよ (3)もし

それで も考えが思いつかないのな らば,咋1.0)友人に向って尋･ねよ｣ というものであった｡27)

24)Wa∫ita,2lbid.,p.17.

25)カディリン (Kadirin)は,この束ジャワ入会の損亡をつとめ,この大会に関して正確でしかも精彩に
みちた報告書を作成した.

26)I′1′a∫ila,Vol･2,No.1,July1930,p.17.

27)Wasila,ibid.,p.17.
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次に第 2項 目の議題として掲げられていた基金の問題が討議された｡これについては行政と

監査のために最高会議に小 火基金を設けるべきだという提案がボロン支部から出され,各支部

は毎月の粗収入o)5%をこの中央基金に納入するという結論が採択された｡ しか し,この結論

は翌[二lの会議で再審議されることになった｡

(-)教習運動と政治運動

次に議題o)第 3項目であるタマン ･シスワと政治活動oj闇係が論ぜ られた｡こ妨甘論は夜半

a)3時から始まり早朝oj4時 に終るという異例の会議であった｡ これは第 2項目の討論が終了

した深夜 1時か ら2時間にわたって代表者 (議良団)会議が政治活動との闇係について予備的

な討論を行なったためであった028)この代表者会議で何が討論されたのかは明らかでないが,本

会議において議論が集中したのは,タマン ･シスワと国民党のスラバヤ支部との関係であった｡

国民党との関係
先ずパチャルクリル文部のイスバ ンディは,国民党のスラバヤ支部がクマ

ン ･シスワ学校の教師の同党への入党を禁ずる旨の決定をしたという報告

を行ない,これにタマン ･シスワはどう対応すべきかという問題提起を行なった｡ボロン文部

cJ)スワルノ (Soewarno), ジェンベル代表のシャフウィデン, マラン支部のスニョト (Soen-

joto)らは,国民党のスラバヤ支部に対 してその意図を問うべきだと主張 した. 一方,政治運

動 に積極的に関わってこそタマン ･シスワの目的が成就されるのであるという見解 (シャフィ

ウデ ィン)と政治運動と教育運動は分離されるべきであって,-リ＼-ソ＼の個人はそU_)いずれか

を選択すべきであるという見解 (スニ ョト)が対正 した｡29)

それまでタマン ･シスワは,"教育の場に政治を持ち込まない限り〝,個人として政治活動に

参加することは勘ilであるという態度を持 してきた｡スワルノやシャフィウディンは,タマン ･

シスワはこの態度を堅持すべきであるという立場に_-1r/-.っていた｡

会議は結 論の出ぬまま,翌 日に討論を持ち越すことにしたが散会l闘 射,=デワン トロが次のよ

うな所感を述べた｡30) ｢タマン ･シスワは従来から政 治 を 教 育の場に持ち込まないよう に注

意するという条件o)下にこ0)帖題に闇してあれこれの禁 =雄 項を設けてこなかった｡(しかし)

教師として もっともふさわしい態度は,ピナンデ ィト (pinandito)の態度を持する こ とで あ

る.すなわち,政治の場か ら自らを遠ざけてお くことである｡政治はクシャトリア (Ksjatria)

が活動する場である｡しかし,私 もシャフィウディン君初提案に心を惹かれる者であり,われ

われが譲揖しようとしているなどと考えられることojないように,われわれは従来の態度を維

持 しよう｡ ただ,学校長だけは政治に関与 しないようにしよう｣｡

ここで言われているピナンデ ィトとは,往 古,アシュラマやボンドックやパウィヤタンなど

28)Was2'Ea,ibid.,p.18･
29)WasiEa,ib2'd.,pp･18-19･

30)WasiEa,ibid･,pp･19-20.
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u)I-.･軸 了塾0)二臣事者 として,宗教と宇宙uj秘蹟を開示 したと考えられているパ ンデ lJ卜 (pandi-

to)のことである. クシャ トリアとはいうまで もな 十王t二舶)申1勘こあって闘いに出てい く者を

指す｡従-,㍗,デワン ト lコは,クシャ トりア-政治世界U)徒,ビナンデ トト (パ ンデ ィト)-

~井政治世界U力走という二分法を端的に示 したU)であるO そしてここには,ジャワレ)樵)J者 とイ

ンテ リゲ ンツ (アU)伝統的な関係が,肝勘こ想起されているといえよう031)

会議U)二 日目は, ljj31日,シンゴサ リ付近硯 貴跡や トレテスレ滝川翫也に遊んだU)ち,夜の

9時半か ら3時間にわた一,て行われたOこU)会議では前夜にひきつづいて中央拭金U)日用題 と政

治活動に関する問題が討議された｡

先ず中央基金に関して 5%C/)納入金は多すぎるという意見を代表 して,シャフイウデ ィンと

プ-ゲルがこれを 5%以 下にしよ うとい う捉J案を行な一つた ｡最低 3%か ら最高 5%までそU)比

率に関 して さまざまな見解が述べ られたが,結局,次のような結論を採択することとなった｡

即ち,1930年 6月未までは軒定的な措置 として,束ジャワの各支 部は粗収入の 3%を最低限と

して中 央基金に納入する,というもcjjであったO;i2)

次に政治活動について討議が再闘された｡.甘論に先JU ,て,デワン トロは前夜レ｣発 言 oj起 首

を繰 り返 し,学校長に対 して0)み制限を設けるということで会議cl)結論としてほしい旨U_)要請

を行なったが,カデ 1′リン再提案によE),会議vj参加者か ら｢‖1汗二発言を求めることとしたO

しか し,会議で採択 された結論は次o)通 りで,タマン ･シスワレ)従来の方針を維持 し,かつデ

ワン トロの意向に沿 うものであった｡即ち ｢タマン ･シスワの教師は彼C,)欲する政治団体に自

由に加入す ることができるo Lか し,教育と政治を同一-一･視 しないように留意 しなければな らな

い｡ ただ し,学校長に対 しては,政治団体uM臣辱者 とな らないことが要請 される｣｡33)

(こ)そC/)他 の 諸問題

会議の最終 Elは, 2月 lHC/)軌 9時か ら夕)j6時 まで行われ,なお残 されていた誹議案が討

議され た｡

先ず議案oj第 4項目である教師跡 牒追o)協議か ら闇始されたO ここで揖起 された帖 題は (1)

各学校の教師がクマン ･シスワ0)帰刑か ら逸脱 した教習を行な-,ていないかどうかをどうチ T_

ックするか (2)教師数の不足をどう解決するか (3上靴師の給料をどう定めるか (4)各学校∽数

百内容と同質性をどう維持するかなど,いずれ もタマン ･シスワ守校迦甘 Lu)Jj部/%的な拙 速で

あった｡34)いずれの問題 も統一的な結論に 迅 するには至 らなかったが,こU)うち (1)について

は,各学校で教柚をチェックする委しほ を設障すべきであるという根葉 (ボロン友邦)に対 し

31)これに関しては別の機会に論じた｡ 拙稿 ｢タマン･シスワの研究｣(1973牛)

32)WaSiLa,Vol.2,No･1,July1930,p.21.
33)n,'asila,ibid.,p･22.
34)Wa∫l.10,1'b2-a.,p.22-24.
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(プ-ゲル)という考えや,ジョクジャカルタと同 様U)メマン ･シスワli両針封交をスラバヤや

マラン0)ような人郁 直に設 立すべきであるという提案 (シ･いブイウディン)をめ ぐって討論が

行なわれたOまた (3)に√)いては教師o)実情に応 じて給料を支給すべきだとして-一応二次のよう

ち:基準が示された｡それは十供 -人ノ圭もつ教師の月給は145フロ- リン,子供二人の場合は160

フロー リン,その後,子供が--,J＼増 えるごとに5プロ-リンを追 加 するというものであった

が,支部ごとに実情を巽にするo)で従前通 り各支部に一一･什することという意 見 が 大 勢を しめ

た｡さらに(4)については,ジョクジャカルタ本部と各支部U)Ht.]で教師を循環させるべきである

(シャフイウディン提′奏)という見解 と統-1内なカ リキュラムを作 成すべきであるという見 解

をめ ぐって討論が行われた.こ0)会議において もデワン トロが最後に発言し,以上t/j諸問題を

解決するためにも先の中央基金の設立が緊急の課題 となっていることを強調 した.35)

次に会議は,ケンチョン支部が提案 したオランダ譜を課目か らはずす問題につい て 協 議 し

た｡寅C,)イン ドネシアuj'､封友を確証するためにオランダ語は不必要であるというのが,ケンチ

ョン支部代表スカデ ィの見解であった,,この見解は同意を得 られなかったが,スカディがその

照念に従ってオランダ譜oj授業を廃止することは---1如こ構わないということになった｡ ただ,

スカディ方式を採れば,杜徒が族まらな くなるのではないかという危幌が多 くoj参会者の問に

み られた036)こ0)問題についてデワン トロは最後に次U)よう畑 感想を述べた｡即ち,人はパ ンの

みにて生 くる者ではないが,パ ンもまた庄きるために不 可欠なujであるO 現在ではなお,オラ

ンダ語は壁活の手段 として必要である｡われわれは余儀な くこれを使用せざるをえない｡われ

われは,"裳の動 くさまに心を傷めるH (nglangutdiawang-awang) だけの理想主義者であっ

てはな らない｡37)

ここで示されたのは,デワン トロの実務家的側面である｡ 彼は,タマン ･シスワ学校の ｢現

実的な効用｣に意を払っていたのである｡

次に会議は再び組織の問題に戻って運営委員会 (Instituutraad)が議題 として取 り上げ られ

た｡IT火を切ったのは,オランダ譜の廃止を唱えたスカデ Tで,被は現在多くの支部において

この運営委員会が後見人 (Pemangku) として機能するojではな く,上部支配団体 (heersch-

1ichaam)a)如 く振る舞っており,このために教(帖封′7己の職分oj遂行に困難をきたして い る

と述べた｡同様C/)甘美が多く0)参会者か ら示された｡姑局,運常套昌会o)機能 と権限について

Jii満 会議が明確な規定を早急に行 うべきだという要望を最 高会議に対 して捉起することが決め

られた｡38)同時に,ここでl'1日さ才けこ各支部cD状況を調企するため,束ジャワのタマン ･シスワの

東ジャワ代表者会議 (RaadDjawa･Timoer)の委 昌として,従来U)スディヨノ,プ-ゲル,ノ

35)Wa∫ila,ibid.,pp.24-25.

36)Wasila,ibid･,p･25･

37)Was2'la,ibid.,p.26.

38)WCS2'to,ibid･,p･26･
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トディプロに加えて,サディキン (モジョクル ト支部)とアンワリ (スラバヤ支部)a)二名が

新たに任命されることになった｡39)

会議は次に,タマン ･シスワ学校で用いる教材 (議案の第 6項目) について協議した｡40)先

ず,デワントロの助言に基づいてスラバヤ支部がジャワにイ云わるさまざまな年代記をジャワの

文化を学ぶ教材として用いようという捉案を,T1--なった｡また,タマン ･シスワ学校が独E′=こ用

いるべき教科書の作成についての討論が行われ,こ0jrrlH題を最高会議に提起することが決めら

れた｡ しかし,当面は各学校が独自に教科書を選定 して用いるという従来通りの方針がとられ

ることになった｡

東ジャワ会議が最後にとりあげたのは,議案の第 7項目,即ち,休 日の制定に関する問題で

あった｡タマン ･シスワ学校の休 日を一律にすべきであるという提案はボロン文部のスワルノ

から出された｡ この問題はデワン トロに-任されたが,デワントロはそれに対 して次のように

提案した｡それによれば,タマン ･シスワは年間 255日の授業[‖ニ111口の休日を持つ｡こ∽

111日の休 日は断食,マホメットの生誕月をはじめ,宗教牡活に関わる日, ジi7ワの信仰に基

づいて聖なる口と考えられる日の他,ディポネゴロの逝去した 2月 8日などを令む もo)とす

る｡-方,現存 している人物 (j:.)の誕桂 口は祝日とはしない｡ 人間は棺をおうてはじめてそ

の功績が定められるからである,というのがその理由であった｡41)

このようにして休 日 ･祝日に関する基本的な考え方がデワントロによ一1て示されたのち,夕

刻の6時に会議は終了 した｡

お わ り に

1 東ジャワ会議の意義

以上の決議事項から明らかなようにこの東ジャワ会議は,タマン ･シスワ0)組織化とその性

格規定に関してその後の方 向を決める重要な会議 となった｡1)組織化に関していえば,それはタ

マン ･シスワの行政系統を災申化するとともに,その壬畑Il化を保証するためのiu･IJliiを中央に椎

孔するというものであった｡ 櫛板を集中するという理念は,PPPKI入会で捉出されたもので

あったが,タマン ･シスワはその理念をタマン ･シスワ内に没射 し,もっと明確な集l二回ヒを自

らの内部で図ろうとしたのであった｡

次に政治活動については,タマン ･シスワはうLに述べた二分法を理念として掲げる--Jj,覗

39)Wasita,ibid･,p･26.

40)Wasita,ibid.,pp･26-27.

41)Wasita,ibid･,pp･27-28.

1)事実,その年の夏にジョクジャカルタで開催されたタマン･シスワの節一回仝同大会の議長団捉案の骨
子は,この東ジャワ大会の討議事項を踏まえて構成されていた｡この全国大会の詳細については別の機
会に譲って諭ずることにする｡
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吏的にはその理念を圭射放させないという輔 副生をもっこtにな1た｡ そして理念と現実の懸隔

はいわばその運用の妙2)によって巧みに橋渡しされることになった｡ この運用の妙を示唆した●●I● ●I●●

U)はもっぱ らヂワントロであ-)た｡既に見たようにオランダ語を科目として取 り入れることに

関して も,デワントロU)宜場はす ぐれて実際的であった.

また彼は,組織化o)問題を規約による法制化よりも,人間関係の連鎖を 通 して解決 していこ

うとする傾向を示 した｡規約U)If師走ujj由こなる原理として彼があげた三条件 (先ず 自らに 問

い,次に人民の慣習に榊 ま,さらに年上の者に悶えという頂門D は,換言すればこのような連

鎖を重税するということであ-,た｡ この原理に基づいて,"秩序と安寧〝が実現 しうること,

そしてジャワ文化はそれを 可能にする潜在力を秘めていること,という理念がそこにはうかが

えるのである｡ そしてこの理念こそスラサ ･クリオン ･グループが提示したイデオロギーに他

ならなかった｡3)

しかし,他方で,この束ジャワ会議はこのようなデワントロの思惑を越えて事態が進行 して

いることを明示するものであった｡それはたんに教師の資質の問題や政治活動の問題にとどま

らず,運営委員会と教師との軋畔,支部ごとの方針の差異,教科告と教材の不足,カリキュラ

ムの不統一-など,さまざまな側iLl1-に及んでいた｡これ らo)諸問題について東 ジャワのタマン ･

シスワ学校o)関係者は,何らか0)制度イLが必要であることを一様に強調したOそこにみ られた

のは運用の妙を発揮 しうるような人物の連鎖をデワントロを中心として作 り出すこ とで は な●●●I

く,規約によって組織化を図ろうとする姿勢であったoそしてまたこ0)姿勢を支え て い た の

は,自他を相ひとしく律しようとするリゴリズムであった｡

この会議で議題とされた問題は1930年 8月のタマン ･シスワ全国大会の主要な討議事項とな

った｡

2 デワントロの演説

東ジャワ大会については,なお一つ付記 してお くべきことが らがある｡それは会議の翌 日の

2月 2日にデワントロが行なった講釈である｡ 講釈は ｢民族教育｣(PengajaranNasional) と

題されていたが,そのlIlで彼は (1)タマン ･シスワが人民の 日こ成5'T_する教育機関であること

(2)タマン ･シスワが人民運動の文化面に関わるものであること (3)タマン ･シスワが西欧的教

2)この ｢運用の妙｣という用語は,Kebidjaksanaan という用語を念頭において,その功利的局面を示す

語として用いている｡Kebidjaksanaan という概念については,別に詳細 こ論ずる予定であるが,タマ
ン･シスワがこの概念の近代的再定式化を提示し,しかもその概念を具現化した運動として,インドネ
シアの民族ヨ三義思想史上もつとも注目されるべき運動であったということは,とくに強調されるべきこ

とであろう｡なお,筆者は以下の諸稿において,部分的にせよこの概念について論じている｡

拙稿 ｢スカルノ研究の視軸 こついての一一試論｣『アジア経済』15巻12号 (1974年)

拙稿 ｢民主主義と指導性の群念に関する---考察｣『東南アジア研究』12指2号 (1974年)

3)この点に関しては次を参照｡

拙稿 ｢ジャワ知識人の西欧認識｣(1978年)
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背の欠陥を克服する理念を原則としていること,の三点を′胃守 とする見鯨を披歴 した｡4)先ず第

-点について彼は次のように述べた｡(1)タマン ･シスワは人艮 (Rakyat)の利益と人民の必要

に応じて設立された教育機関であり,その教師は人民o)ために--一身を捧げる決意をした者たち

である (2)人民の運命 (nasib)に 心を くだくというタマン ･シスワ0)精神は,ジャワのみなら

ずインドネシアのすべての地域で支持されてきている (3)それは人民自身が教育をすすんで受

けようとする意欲を一層つのらせていることを意味している｡ しかるに人民に教帝の機会を賦

与するという点で植民地政府の活動はきわめて不足しており,また既存の教育機関は人艮o)刺

益に適ったものではない｡タマン ･シスワの使命はこの点できわめて義人である｡

第二の点に関わる論点は次の通りであった｡(1)クマン ･シスワが人民の運命と人民の利 LL't

を最優先させるということは,同じ目的に立つ人民運動 (PergerakanRakyat)の-- 一一翼をタマン ･

シスワが頼っているということである｡ その意味で,設立当時o)ブデ ィ･り トモ,イスラム同

盟,インドネシア国民党と同じく,タマン ･シスワも Pergerakan Rakyatの-凋 ;なo)である

(2) しかし,人間が楕神と肉体とからなり,人間が両者の調和ある発展によって完成に近づ く

ように,人民運動もまた二つの側面をもち,それがともに発展していかなければならない ｡ こ

の内,人民の珪活 (penghidupan)を重視するのが政治団体であり,人艮の人生 (Kehidupan)

を董視するのが文化運動である｡両者は互いに協力して進むべきものであるから,ブディ ･ウ

トモから国民党に至るまで,すべてタマン ･シスワの "文人〝("Kantja")に他ならない｡

(こう述べたあとでデワントロは,タマン ･シスワと政治とのあるべき関係を次のように示

した｡)

｢政治運動が目指すのは,さまざまな権利を獲得することであり,それは人民の利益を守る

垣根を作る作業にたとえられる｡:〟,このIn-.根の内部で行われるべき任務がある｡これが社●●

会運動の任務である｡

タマン ･シスワは,この垣根の申 で働く農艮 (PamanTan主) になろうと願っている｡彼は

そこで人民のために稗を蒔 く｡それは後の日に人民が自らのJL..活,とりわけそ0)人/1:.を力強 く

生きてい くたh/)の実りを手にすることができるようにするためである｣｡5)

この垣根と農民というイメージはその後タマン ･シスワ0)中でくり返 し用いられた｡

｢秩 序 と安 寧｣

の 再 生

第三点について彼は次のように述べた｡

(1)酉欧的教育の基本原則は,命令 ･罰則 ･秩序 (regeering,tucht,orde)

である｡ これが 召叛の 精神性活に悪影響を及ぼしていることはいうまでも

ない. 子供は命令を待ち罰則におびえて育 つ｡そして大人になっても強制と命令が畑 ､限り活

4)Wasita,Vol･2,No･1,pp･32-37･
5)Wasita,ibid.,p･33･
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動できな くなる.こういう教育ujノJ-法を模倣 していると,われわれは佃 牛 persoonlijkheid を

もつ人間を育てることができな くなる (2)これに対 してタマン ･シスワの教育は,ジャワ語で

Panggoelawcntah,ない し,Momong,Among,Ngemong と嘲 ざれるもo)であり, これはオ

ランダ浩の op､･･oeding(教育) とは意味を輿にする｡ 岐密に言えば,オランダ誠の教育 (op-

voedingない L paedagogiek)は,われわれの言語に翻訳することが不 可能な概念である｡ わ

れわれa)教育は強制 ･罰則 ･秩序に代えて "秩序 と安寧〝(tata･tentrem)を基礎とする｡ 子供I●

がその自然の力で成長するよう見守 り,誤りをおかす前にこれを正 しく導き,独立の人格を育

成することを目指すU)である｡

要 旨以上の演説の最後にデワン トロは次の三つの章句を人民に対 して ｢護符 (ratwa,djim･

at)｣として贈った｡即ち,(1)Tetep,antepdanmantep,(2)Ngandel,とandel,kendeldan

bandel,(3)Neng,ming,nungdannangであるO (1)は思考と粧神が確固としているか否かに

よってそuj人o)値打ちが決まるというもC/)で,tetap,antepはともにゆるぎないこと,mantep

は堅忍不抜であることを示 し,tetap と antepという態度が mantepという状況を もた らす と

いう意味であると説かれた｡(2)は信仰心が人に確聞たる立場を与え,勇気 (kendel) と不動

心 (bandel,おそれずに:lT.ち向う心) をわき克たせ るという意味であると説かれた. (3)は思

考と精神が清浄であれば心は晴れやかとなり,それが人に力を与える｡清 らかさ (neng)と晴

れやかさ (ming)と力 (nung)の三つが揃えば,勝利 (nang)は必ずわが ものとなるという意

味であると説かれた｡6)

これ らはいずれ も,韻律を踏んだ章句であり,デワン トロはこれを唱えることで粕神の調和

(tata)とIyl安 (tentrem)を得ることができると唱道 したく,これが護符 (djimat)と呼ばれたの

は,これ らoj壁旬が経文ojごとくまた呪文のごとくみなされたからであろう｡

以上o)デワン トロの演説は,1930年当時の彼の思想をうかがううえでかなり重要な内容を含

んでいる｡即 ち,これを1922年U)タマン ･シスワ発足当時の彼の思想 と比べてみると,タマン ･

シスワが柿 民 地 教 育のあ り方を否定することにその基礎をお くという主調音は変っていない

ものの,このマランでの演説では第-1･Sこ, タマン ･シスワの "人民性"("Kerakyatan")が

強調され,とくにタマン ･シスワが人民運動の+娘を担 うものだという自信に溢れているo

取 二に,タマン ･シスワの文化運動としての使命が政治運動との関連において明確に示され

ているO 彼がいう通 り,垣根を築 く者はブデ ィ･ウ トモ (ジャワ貴族)で もイスラム同盟 (イ●●

スラム ･インターナショナ リズム)でも国民党 (ラデ ィカル ･ナシ…jナ リス ト)で もすべてタ

マン ･シスワの "友人〝となるのである｡ ここで "友人〝と,とくにジャワ譜 (Kantja)を用

いたU)はそ0)時の聴衆がすべてジャワ人であったか らではな く,Kantja が夫や 妻 の よ う に

"運命をともにする仲間〝を表わす言粟だったからである｡ 第三に,タマン ･シスワの教育理

6)これらの幕旬の意味については MuhammadSaid氏の制教′再こよるところが大きい｡
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念をかつてのようにモンテッソリやフローベル学校の教育理念によって説明するという方法7)

を捨て,むしろ,精極1伽 二ジャワU〕教育と西欧の教育とが,それぞれ異なるパラダイムにおい

て了解される (デワン トロの言葉を用いれば ｢相互に翻訳不可能｣ということになる)という

点 が_主張されている｡演説の最後に提唱された ｢経文｣は,それがジャワ語であることによ-'

てはじめて経文となりえているojであるから,そこにもやはり,ジャワ文化の了解C/)不樺造が鋸

署に提示されていることになる｡

エ リー トか ら

人 民 への 移 行

このような変化が壁 じてきたU刃ま,既に述べたように民仮運動 ･人民運動

の状況が変ったことにl圧来するU)は勿 論であるが,デワントロ自身の1920

年代における釈説(例えば1922年ujIL3捌支時の潰説や1923iI･'-1)jの漬説)と

比較した場合に,そこに‖忍が)られるU)は,聴衆U)署しい変化であるO現美にこれ らU)./t端妃を聞

いている聴衆はともにタマン ･シスワの関係者であったにもかかわらず,デワントロが呼びか

けの対象とした広義oj聴衆,換言すれば彼が｢lらU_)数百思想U)"抒情 省〝として想定 していた

のは,前者の場合はす ぐれて西欧の文物に通暁した聴衆であった｡そU)ためにデワントロUJ潰

説はさまざまの概念をオランダ語を用いて説明し,また西欧の思想状況に言及しながら自らの

立場を主張 しようというスタイルを示 していた｡8)-jJ-,マランでのこの演説は,直裁に ジャ

ワ語の概念を示 し,それがオランダ語でどう説明される〟)かという点-の関心は弱 く,そうい

う配慮も乏 しかった｡この二つの演説C/)スタイルの相異は,想定された聴衆 (あるいは聴衆と

して想定されるべき対象)が,植民地政府 ･原住民官僚 ･プ リヤイ山身のインテ リゲンツィア

などのエ リー ト集団か らラヤット (人民)へと移行 していたことを微妙な形で反映 していたの

である｡それを,政治団体に限定すればブディ ･ウ トモを担った人々から国民党に参加した人

々という移行を示 していたとも言 うことができる｡デワン トロはタマン ･シスワC/)"人民粧 H

(Kerakyatan)をこのような形で強調したのである｡この "人民性〝はまた く時代精神)を表

現する重要な概念であり,民族主義運動に Beambtenstaatを打倒するための正統性を戚与する

概念であった｡

そして,それ以降のタマン ･シスワの課題は,こC/)"人艮性〝をスラサ ･クリオングループ

の提示 した "tata-tentrem" のパラダイムにどのように包摂 してい くo)かという点に, ます ま

す集約 してい くことになったのである｡ そのことに成功しうるか否かに,タマン ･シ ス ワが

Pergerakan Rakyat(人民運動) の中で自らの正統性を樹立 しうるか否かが, 賭けられたので

ある｡

7)この点については,拙稿 ｢タマン･シスワの研究｣(1973年)を参照｡
8)詳細は,拙柏 ｢撒く住民委員会J]をめぐる諸問題J(1977咋 )及び ｢タマン･シスリの成文 と粧大｣

(1979年)を参照｡
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